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9. 研究実績の概要

　インプラント（骨盤側カップ、大腿骨側ステム）のサイズ、位置・角度等に加えて、複数肢位の関節可動域、脚長差、被覆率を含む
関節機能パラメータを最適化する全体計画システムを構築し、総合評価を行った。関節可動域については、従来のインプラント同士の
みのインピンジ（衝突）から、骨とインプラントの両方のインピンジを扱うアルゴリズムに拡張した。CT画像から手術計画出力までの
全工程の自動化、および特定機種のインプラントシステムに依存しない汎用性を確保するため、26年度までに開発あるいは一部組み込
みを行った、CT画像からの骨格自動セグメンテーション、および複数タイプの大腿骨部品（ステム）を扱うモジュールを、全体計画シ
ステムに統合した。症例データベースについては、最終的に100例以上を整備した。
　インプラントの位置・角度の専門医知識の制約、各関節機能パラメータの制約をバランスさせるため、外科医により立案された手術
計画の症例データベースから得られるそれぞれのパラメータの計測値分布が標準（半）正規分布になるよう変数変換した。これにより
、症例データベースに埋め込まれた外科医の好みを定量化・客観化して、各評価項目を外科医の意図に従って最適にバランスさせる手
術計画の立案が可能になった。外科医の基本方針を統計モデルに、計算機による網羅的な最適解探索を組み合わせることで、外科医の
総合知識と計算機による精密さの両方を兼ね備えるという特長を実現した。100症例以上の交差検定による実験により、有効性を検証
した。これら（後向き実験）の結果については、現在、論文投稿に向けて準備を進めている。
　臨床評価のため、臨床インタフェースを作成し、外科医が臨床ルーチンで本システムを利用できるようにした。これにより、前向き
評価を行うためのツール整備が完了し、今後、複数病院においての本格的な臨床評価を行う準備を整えた。

    （１／６）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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